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　中国の人々が今、何に興味を持ちどんな志向が強いか、現在進行形で知ろうとする意欲が日















































































2  1978 年に鄧小平が従来の「自力更生」から改革開放路線への政策転換を表明して以後、1980 年に深圳、珠海、








クリスマスや正月などの大型連休に大作をぶつける手法を中国にも導入、1997 年から 3 年立
て続けでハリウッドの大作と競い合うヒット作を生み出し、中国で「賀歳片」（正月映画）と
呼ばれる新ジャンルを切り開いた。『非誠勿擾』は馮監督の作品の中でも最も興行的に成功し

























3  Yomi Braester, “Chinese Cinema in the Age of Advertisement: The Filmmaker As a Cultural Broker,” The China Quarterly, 
no. 183 (September 2005): 549–64 を参照。
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5 なお続編の『非誠勿擾 2』（2010 年）では、シャオシャオとチンの二人はお試し結婚をするが、すれ違いが続く。












































































ピン生まれで、2 歳 8 か月で家族とともに引き揚げていることは、知る人ぞ知る事実である。
旧満州では敗戦後、ソ連兵らによる略奪や殺戮、強姦、また日本人間の密告が多発し、生き残っ
た者も塗炭の苦しみを味わった。「知床旅情」の重層性は、そうした経歴を持つ森繁が北方領
土に仮託して、20 代後半から 30 代初めにかけての意気軒高な時期を過ごした旧満州に対する
追慕の念を忍び込ませているところにある。森繁は後に自著で、心から愛した満州の “ 国土 ”
に骨を埋めるつもりだった、と旧満州への強い思いをつづっている 9。だが、日本の侵略戦争の





































10 鴨下信一「森繁久彌?戦争をしくじった世代の諦観」『文藝春秋』2013 年 3 月号、457–58 頁。
11 石原健治「アジアの夢の知床旅情」『國立公園』2011 年 11 月号、11 頁。













































活を送ってきたはずだ。だが対外開放から 20 年余、『非誠勿擾』が作られた 2008 年には、日
中の経済規模の逆転は目の前に迫っていた。映画の最後、チンはウーに、中国での珍妙な発明
でもうけた大金の一部を餞別として渡す。ウーはそれをありがたく受け取り、ひとりになった
後、車を運転しながら「知床旅情」を涙ながらに歌うのだ。この歌には、皮肉でほろ苦い、そ
んな時代の移り変わりも映し出されているのである。それは、映画のエンディングで中国語で
歌われる「舐蜜方糖 跳進苦珈琲」（甘い角砂糖が苦いコーヒーに落ちてしまった）という歌詞に
通じるほろ苦さなのである。
